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現代社会における膨大なデジタルデータ増大に対し、エレクトロニクスによって支えられてい

る信号処理デバイスにはより高周波・高速なスイッチング制御が求められる。電子輸送による信号

演算では、原理的に荷電粒子を駆動するためエネルギー欠損をまぬかれない。そこで「粒子」で

はなく「波動」の輸送によって信号処理を実現することで、超省エネルギーデバイスを実現する

研究が脚光を浴びており、磁性体におけるスピン波輸送が注目されている。

磁性体における波動伝搬現象であるスピン波は、その高周波特性により古くからデバイス応用

が考案されてきた。とくに近年、スピン波の挙動を実時間ではピコ秒、実空間ではサブミクロン

スケールで高精度に計測できるようになり、スピン波によるトランジスタのプロトタイプ実現な

どデバイス応用研究が加速してきた（マグノニクス）[1][2]。磁性絶縁体では数ミリメートルもの

スピン波輸送を実現することができ、磁性金属におけるスピン波にはスピントランスファートル

クやジャロシンスキー守谷相互作用などスピントロニクス技術を活用することができる [3][4]。こ

れらによって実現されるマグノニック機能デバイスは、磁性体の新しいデバイス応用を提案する

可能性がある。

本研究は、科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業個人型研究さきがけ「エネルギー高効率

利用と相界面」の援助を得て行われています。
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